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て権力エリート間の利害関係や受益者層の厚みに差異があり、これが体制の持続 に影響をおよぼすと主張した（参考文献③） 。彼女はまず、 権威主義体制 軍事体制、個人支配体制、単一政党体制（優位政党体制を含む） 三種に分類し、軍事体制 その他の体制ではエリート間の利害関係のあり方が異なると指摘する。　
軍内部の各派閥は、政治に介入
するにせよ撤退するにせよ、全軍が一致して行動することを重んじる。軍人には指揮にしたがうという規範 すり込まれているうえ、もし軍が分裂 れば内戦とい 深刻な災厄が生じかねないからである。加えて、政治から撤退しても軍には国防という仕事が残っている。一方、個人支配体制と単一政党体制の権力エリートは、誰もが政権維持に利益をみいだす。ただし、個人支配体制では少 数の集
団が権力を牛耳っているのに対し、単一政党体制ではより広く利権が分配される。　
これらの違いは、体制の持続性
と体制移行のモードを規定する。軍事体制は、経済危機におちいなどの失敗が生じ、組織内で政権維持への懐疑論が出始めると、内部対立の激化を回避すべく比較的早期に政治から 撤退を決める傾向にある。よって もっとも持続性が低く、反体制勢力との交渉による権力委譲が体制移行の一般的なモード なる。　
もっとも持続性が高いのは、受
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